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10:00～17:00 京都市立芸術大学 小ギャラリー

本展は、研究のための展示として、来場者を限定して開催いたします。
来場は1日10名までに限定させていただきますので、ご了承ください。
来場希望の方は、うら面記載のGoogle Formよりお申込みください。

会場：芸術資源研究センター
研究会日程：8.28（土）14:00～

研究会は芸資研YouTubeチャンネルより、ライブ配信にて公開します。

と

※ 新型コロナウイルス感染防止対策のため、会場にて検温・消毒等に御協力をお願いします。



吉田亮人「チェキ日記」

（ロラン・バルト『明るい部屋』）

このたび芸術資源研究センターでは、有限会社松本工房と共催で、写真
家の吉田亮人氏による対話と展示の実験「チェキ日記展」を開催します。

吉田亮人氏は1980年生まれ。京都市在住の写真家で、その作品は国内
外で展示・出版されており、高い評価を受けています。
本展では、吉田氏が写真家としてデビューする以前から、現在に至るま
で撮り続けている膨大な量の家族写真に着目します。2009年からほぼ
毎日、1日1枚「チェキ」フィルムで撮影された写真は、ひとつひとつに
日付と短いことばが添えられ、同じ月光荘製のスケッチブックに収めら
れています。ひと月で1冊分になるアルバムは今や百冊以上までに増
え、現在もこの活動が続いています。
このアルバムはもともと家族写真なので、発表することも、他人に見せ
るつもりもなかったと吉田氏は言います。それはいずれ大きくなる子
供たちへのプレゼントであり、あくまでプライベートなものでした。け
れども、12年間におよぶごく日常的な家族の風景を記録した写真を見
ていると、それは徐々に、ある種の普遍性をおびたものとして見えてき
ます。きわめてプライベートで、私的なコンテキストに埋め込まれた記
録である他者の家族写真が、なぜか一枚一枚、この上なく貴重な、いと
おしいものとして見えてくるのです。

今回考えてみたいことは、大きく分けてふたつあります。ひとつは、こ
の記録／作品がもつ独特の魅力についてです。写真は《それは＝かつて
＝あった》ことを伝えるものだと言われます。「誰かを写真に撮り、それ
を後で見る」という行為の連続体である「チェキ日記」には、いま目の
前にある光景を忘れないための記憶装置としての写真の本質が、シンプ
ルな形式で凝縮されているように思えてなりません。「チェキ日記」に
ついて考えることによって、わたしたちは、デジタルカメラによる写真
について、他者の記憶と個々人の関係について、さらには、「記憶を呼び
起こす」という行為と記録をアーカイブするメディアとの関係につい
て、多くの示唆を得ることになると思います。

第二に、この記録／作品を広く世に出すための方法についてです。「チェ
キ日記」は、百冊以上のアルバムに貼られた、それぞれが「此性」をもつ
写真によって構成されています。したがって、多数のプリント写真をア
ルバムをめくりながら見ることによってこそ、鑑賞行為が成立します。
しかしこのことは、多くの人が直接手にとって感じるような展示形態が
きわめて難しいことを意味します。では「チェキ日記」には、どのよう
な展示-鑑賞形態がふさわしいのでしょうか。今後「チェキ日記」を出
版するとしたときにも、数千ページの写真集にすればこの作品の良さは
伝わるかもしれませんが、現実的にそれはきわめて困難です。では、ど
のようなかたちであれば、「チェキ日記」はその魅力を維持した「本」に
なりうるのでしょうか。この問いは、そもそも「オリジナル・プリント」
とは何か、そして「写真集」とは何かという問いに、そして再び「アーカ
イブするメディア」についての問いに接続されていくでしょう。

本展は、展示と研究会の二部構成になります。まず8月24日から6日
間、芸術資源研究センターの横にあるギャラリースペースで、オリジナ
ルのアルバム全冊の展示はもとより、複製・拡大プリント・映像投影・
展開掲示などの実験を試みながら、作品を公開します。つぎに、展示の
終盤に行われる研究会では、吉田氏の写真集『THE ABSENCE OF
TWO』（2019）のブックデザインを担当し、かねてより「チェキ日記」
に着目してきた、グラフィックデザイナーで有限会社松本工房を運営し
ている松本久木氏を迎えて、この作品の意味と、この作品を展示／出版
するための方法について、対話の場を設けます。

吉田亮人（よしだ・あきひと）
1980年宮崎県生まれ。京都市在住。滋賀大学教育学部卒業後、タイで日本語教師として1年間勤務。帰国後、
小学校教員として6年間勤務した後、退職。2010年より写真家として活動開始。広告や雑誌を中心に活動し
ながら、「働く人」や「生と死」をテーマに作品制作を行い、国内外で高く評価されている。写真集に『Brick 
Yard』『Tannery』（以上、私家版）、『THE ABSENCE OF TWO』（青幻舎・Editions Xavier Barral）などが
ある。2021年、写真家としての10年間の活動を綴った書籍『しゃにむに写真家』（亜紀書房）を刊行。コニカ
ミノルタフォトプレミオ2014年度大賞、日経ナショナルジオグラフィック写真賞2015・ピープル部門最優
秀賞など受賞多数。KYOTOGRAPHIE 2017のメインプログラムとして公開された自身の祖母と従兄弟の日
常を記録した「Falling Leaves」は、国内外の様々なメディアで取り上げられ大きな反響を呼んだ。

松本久木（まつもと・ひさき）
2007年よりグラフィックデザイン・組版・出版を主軸として活動を開始。クライアントには文化的・芸術的
領域の団体や機関が多く、芸術関連施設での展覧会やイベントのデザインワーク、演劇・古典芸能・ダンスな
どの舞台芸術の広報デザイン、大学・研究所・文化施設の広報物及び出版物の制作、人文・芸術・アート分野の
出版及び装丁などを手がけている。緻密かつ繊細でありながら大胆で強い印象を与えるヴィジュアルイメー
ジの構築と、深いコンテクストを持ちながらも抽象性の高いデザインワークに定評がある。2021年、第54回
造本装幀コンクールでは、経済産業大臣賞と審査員奨励賞（京都市立芸術大学 芸術資源研究センター紀要
「COMPOST vol.01」にて）を受賞。

芸資研チャンネル
▼

【会場・問い合わせ先】
京都市立芸術大学 芸術資源研究センター
〒610-1197 京都市西京区大枝沓掛町13-6
Tel:075-334-2217
Mail: arc@kcua.ac.jp

研究会は芸資研YouTubeチャンネルより、ライブ配信にて公開します。
展示と研究会の様子は、どちらも映像に記録し、芸資研YouTubeチャンネルより、
後日配信予定です。

【アクセス】
・各駅より京阪京都交通バスで「芸大前」下車、バス停より徒歩すぐ
・阪急桂駅東口より 1・2・13・14・28A 系統に乗車（約20分）
・JR 京都駅、C2 乗り場より 2・14・28A 系統に乗車（約45分）
・JR 桂川駅より 11A 系統に乗車（約15分）

申込み
Google Form

▼

写真全て：吉田亮人
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写真の日常的な氾濫と、写真が呼び起こしているように思われる
さまざまな形の関心のため、《それは＝かつて＝あった》という［写
真の］ノエマは、抑圧されることはないとしても、わかりきった
特徴として無関心に生きられるおそれがある。「温室の写真」は、
まさにそうした無関心から私の目を覚まさせたところであった。
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展示：

研究会：8.28（土）

展
と

本展は、研究のための展示として、来場者を限定して開催いたします。
来場は1日10名までに限定させていただきますので、ご了承ください。
来場を希望される方は、お手数ですがGoogle Formよりお申込みください。

URL  https://forms.gle/qwV7gMHnYQMmAfQ27

14:00～

主催：京都市立芸術大学 芸術資源研究センター、有限会社松本工房
協力：富士フイルム、京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA


